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がん終末期緩和ケアと理学療法―1．チーム医療のな
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患者・家族の希望の把握と変化への柔軟な対応…矢
木健太郎  879（8）

チーム医療におけるコラボレーション
理学療法士が知っておくべきチーム医療の基本と組織
運営 神戸晃男 944（9）
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 藤巻ゆかり・福井勉 1305（12）
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 松本浩実・岸本智也 1344（12）
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 山口智史・松田雅弘・藤原俊之 75（1）

GVS 電気前庭刺激 松木明好 80（1）
訪問理学療法のおもしろさ
複雑な状況を見極めながら 

 大森　豊・新井健司 176（2）
在宅領域で必要な訪問理学療法の“力”―多種多様な
対象者や他職種の背景を的確に捉えて 
 光村（新井）実香 180（2）
呼吸を極めて効果的に 中田隆文 185（2）
特発性正常圧水頭症を知る
特発性正常圧水頭症の診断と治療 

 伊達　勲 299（3）
特発性正常圧水頭症に対するリハビリテーションと諸
課題 厚地正道・川原　隆 304（3）

特発性正常圧水頭症の症候と理学療法評価 
 二階堂泰隆 309（3）
特発性正常圧水頭症の症候に対する効果的な理学療法
  森口八郎・淺野　葵・石川正恒・ 

 山田茂樹 312（3）
ロボット
生活機能支援ロボット―現状と展望 
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 山田和範 448（4）
ロボットと理学療法―現状と展望 

 田中敏明・杉原俊一 453（4）
行政で働く理学療法士
行政で働く理学療法士の役割 小森昌彦 558（5）
いきいき百歳体操はどのように生まれたか 

 川村明範 563（5）
行政のお仕事―行政分野への挑戦…田中大地／行政で
の働きと気づき…西下卓美／行政における一次予防か
ら三次予防までの取り組み…夏原さゆり／リハビリ
テーション専門職と行政の協働―区リハビリテーショ
ン連絡協議会の取り組み紹介…久保かおり 568（5）

「足」を理解する
「足」が担う身体のベース機能 園部俊晴 680（6）
「足」の機能の巧妙さ―裸足と履物・路面・スピードへ
の対応 伊佐地弘基 685（6）

「足」の機能変化と身体運動 木下和昭 689（6）
PEW
PEW（Protein︱energy wasting） 加藤明彦 780（7）
PEWと運動療法 

 齊藤正和・森沢知之・高橋哲也・ 
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慣性センサを用いるウェアラブル歩行分析システムと
臨床応用 三宅美博・内富寛隆 887（8）

fNIRS 酒井克也 894（8）
眼球運動モニター 

 高村優作・大松聡子・大橋勇哉・ 
 河島則天 899（8）
留学と留学生の受け入れ
留学を取り巻く現状と課題 鈴木秀彦 996（9）
理学療法における留学と国際交流 

 丸山仁司 1002（9）
私の留学体験 その思いと展望―来日 12年―留学生か
ら病院理学療法士までの道…鄭　伃廷／The study 
abroad experience as an international student in 
Japan…Abdul Chalik Meidian／秋田大学での留学
生活とこれからの展望…クルーカス輝恩／オースト
ラリアで学んだ型

かた

がある理学療法…野澤　涼
   1006（9）
転倒予防に活かすバランス評価
ベッドサイドで行う転倒予防に活かすバランス評価 

 中嶋俊祐 1111（10）
施設内での転倒予防に活かすバランス評価 

 松下信郎・田中直次郎・福江　亮・ 
 松四健太・岡本隆嗣 1116（10）

在宅生活での転倒予防に活かすバランス評価 
 小暮英輔 1121（10）
デジタル化する理学療法
デジタルヘルスと理学療法 

 高橋哲也・松田雅弘・森沢知之・ 
 齊藤正和・鍵山暢之・葛西隆敏・ 
 藤原俊之・代田浩之 1228（11）

VRリハビリテーション―特性と臨床応用 
 安田和弘・加藤史洋・佐武陸史・ 
 岩田浩康 1237（11）

理学療法教育のデジタル化―オンライン授業と
Learning Management Systemの活用

  門馬　博 1244（11）
2040年問題と高等教育改革
2040年に向けた高等教育―その方向性と改革　新型
コロナウイルスパンデミックを奇貨とした高等教育
改革に向けて 永田恭介 1353（12）

2040年に向けた医療者教育―その方向性と改革
  福島　統 1357（12）

2040年に向けたオンライン・デジタル教育改革 
―1．初年次教育―オンラインでつながる場作り
を…澤田忠幸／2．20年後の医学教育―オンライン
教育を含めた教育のあり方を再考する…淺田義和

   1361（12）
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目で見てわかる 今日から生かせる感染対策
 6．院内感染の原因となる微生物 
　 森本ゆふ・高橋哲也 1（1）

 7．触れてしまうところを想像してみましょう 
　 高橋哲也・森本ゆふ 125（2）

 8．AMRを知ろう 
　 森本ゆふ・高橋哲也 229（3）

 9  ．正しいマスクの装着方法を今一度確認しましょ
う 高橋哲也・森本ゆふ 365（4）

 10．感染予防の常識を今一度確認しましょう ① 
　 高橋哲也・森本ゆふ 493（5）

 11．感染予防の常識を今一度確認しましょう ② 
　 高橋哲也・森本ゆふ 607（6）

 12．感染予防の常識を今一度確認しましょう ③ 
　 高橋哲也・森本ゆふ 725（7）

再考します 臨床の素朴な疑問
 1  ．服の上から聴診してはダメ？　血圧を測定して
はダメ？ 森　雄司 84（1）

 2  ．筋緊張低下，筋力低下と支持性低下．これらの
違いと重なるところは？ 髙見彰淑 196（2）

 3  ．運動療法によって膝前十字靱帯の再断裂予防は
可能か？ 今屋　健 321（3）

 4  ．最近，腎臓リハビリテーションが人気です．腎臓
が悪くても運動していいの？ 田村由馬 462（4）

 5  ．「過剰努力」の「過剰」とはどの程度？
　　 潮見泰藏 576（5）
 6  ．起こすと血圧が下がるので，足に弾性包帯を巻
こう．本当に効果があるの？

 　 中尾周平 698（6）
 7  ．O脚は変形性膝関節症になりやすいか？
　　 内田茂博 800（7）
 8  ．「他動的関節可動域運動」はいつまで・どの範囲
まで行うか？ 脇田正徳 908（8）

 9  ．野球肘は運動療法で発生を減少させることが可
能か？ 坂田　淳 1012（9）

 10 ．パーカッションに痰を移動させる効果はない？　
人工呼吸器装着中に呼吸介助をしてはいけない？

　　 瀬崎　学 1126（10）
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 11 ．歩行自立度の近位監視︱遠位監視︱自立をどう判
断する？ 小川　隆 1256（11）

 12 ．腰椎椎間板ヘルニアに対する運動療法の効果と
その機序は？

 　 石田和宏・宮城島一史・森川大貴 1366（12）
診療参加型臨床実習
 1．なぜ，診療参加型臨床実習が切望されるのか？
 　 内山　靖 86（1）
 2  ．入職時に必ず備えておいてほしい能力―診療参
加型臨床実習の到達目標 伊藤義広 198（2）

 3  ．臨床実習の体験からしか学べないこと―診療参
加型臨床実習のコア・コンテンツ

　　 佐藤房郎 324（3）
 4  ．診療参加型臨床実習参加までに修得すべき学生
の学習課題―診療参加型臨床実習を効果的に行う
ための学内教育・支援 藤澤宏幸 467（4）

 5  ．診療参加型臨床実習の取り組みの現状と展望 
―急性期大学病院…南角　学／急性期基幹病院…
福迫　剛 578（5）

 6  ．診療参加型臨床実習の取り組みの現状と展望― 
回復期大学病院…児玉慎吾／回復期基幹病院…村
井直人・末吉勇樹 700（6）

 7  ．診療参加型臨床実習の取り組みの現状と展望―
回復期病院…脇坂成重・遠藤正英／回復期・地域
包括ケア病棟…小岩　幹・林　達也・斉藤貴志・
小野圭介 802（7）

 8  ．診療参加型臨床実習の取り組みの現状と展望―
回復期病院…岩崎朋史／回復期病院…津田陽一
郎・山下昌彦 910（8）

 9．診療参加型臨床実習の取り組みの現状と展望 
　―外来・クリニック 片岡亮人 1014（9）

 10 ．診療参加型臨床実習の取り組みの現状と展望―
介護老人保健施設…石田悦二／通所・デイケア…
竹野恭平・松井一人 1128（10）

 11 ．グローバル・先端技術医療での新たな診療参加
型臨床実習の展望 亀田佳一 1258（11）

 12 ．卒後研修・生涯学習からみた診療参加型臨床実
習の展望 斉藤秀之 1368（12）

国試から読み解く
 13．下腿三頭筋の筋活動を機能から理解しよう 
　 福井　勉 94（1）

 14．臨床的評価指標から予後予測をしよう！ 
　 藤田裕子 210（2）

 15．人工呼吸管理を理解する 正保　哲 332（3）
 16．姿勢保持練習で強化できる筋を特定する 

　 福井　勉 472（4）
 17．摂食・嚥下障害のステージを推測しよう！ 
　 藤田裕子 582（5）

 18．胸部 X線から病態を推測する 
　 正保　哲 706（6）

 19．アキレス腱断裂の徒手的検査は ? 
　 福井　勉 810（7）

 20．歩行観察から装具を調整しよう 
　 藤田裕子 914（8）

 21．フローボリューム曲線から薬剤の効能を推測す
　　る 正保　哲 1018（9）
 22．三次元歩行分析装置の評価 
　 福井　勉 1134（10）

 23．多発性硬化症患者に対する運動療法の注意点 
　 藤田裕子 1262（11）

 24．呼吸循環代謝指標を理解する 
　 正保　哲 1378（12）

［臨床実習サブノート］ 

運動器疾患の術後評価のポイント―これだけは押さえ
ておこう！
 10．橈骨遠位端骨折 萬谷尚大 96（1）
 11．多発外傷 山田耕平 203（2）
 12．上腕骨近位端骨折 
　 沖田　学・榎本晃久 334（3）

臨床実習サブノート　診療参加型臨床実習―「ただ見
ているだけ」にならないように！
 1．人工股関節全置換術 岡　智大 474（4）
 2．骨接合術後の大腿骨近位部骨折症例 
　 川端悠士 584（5）

 3．人工膝関節全置換術 藤浦　達 708（6）
 4．中枢神経疾患―脳卒中 石野洋祐 812（7）
 5．パーキンソン病 奥埜博之 916（8）
 6．脊椎除圧術・固定術 和田　崇 1020（9）
 7．超高齢者 江渕貴裕 1136（10）
 8．慢性心不全 渡邉英孝 1264（11）
 9．慢性閉塞性肺疾患 
　 杉谷竜司・有薗信一・東本有司 1378（12）

［特別寄稿］ 

新型コロナウイルス感染症（COVID︱19）第 5波までを
経験して―理学療法士の役割とリスク管理について
考える 
 北原エリ子・山崎優太・亀山啓博・ 
 望月正道・高橋哲也・藤原俊之 1249（11）
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［私のターニングポイント］ 

 13．人間万事塞翁が馬 長谷川正哉 83（1）
 14．脳卒中から理学療法士をめざせた 1つの出会い 
　 小林純也 195（2）

 15．憧れの存在になるためのターニングポイント
 　 鳥居和雄 319（3）
 16．「自分らしく」生きていくことを選択
 　 北山哲也 461（4）
 17．刹那的欲求から見出す本然の生き方
 　 大北　潤 574（5）
 18．人が人を診るという意味 高木康彰 696（6）
 19．障害のない社会へ向かう 後藤颯人 799（7）
 20．受動的な自分から能動的な自分へ
 　 田多井陽平 921（8）
 21．さまざまな方との出会い 
　 森野佐芳梨 1017（9）

 22．在宅サービスに必要なこと 
　 亀谷真久 1133（10）

 23．人との出会いとつながりを大切に 
　 福富利之 1373（12）

［NEWS］ 

日本理学療法士協会の「新生涯学習制度」―2022年 4
月開始に向けて 斉藤秀之・山上智子 315（3）

［学会印象記］ 

〔第 36回日本義肢装具学会学術大会〕新しい技術を学
ぶ，新しい形で学ぶ 田中慎也 194（2）

〔第 18回日本神経理学療法学会学術大会〕過去から学
びを得，次の 10年に向け変化する勇気をもつ 
 野口美紀 318（3）

［原著］ 

リハビリテーション部門におけるトランザクティブメ
モリーシステムや組織風土は職員満足度に影響を及
ぼすか 
 八木麻衣子・森田英隆・坂本　雄・ 
 小諸信宏・宮城春秀・亀川雅人 212（2）
保存療法中の変形性膝関節症患者を対象とした観察に
基づく歩行異常性評価の構築に向けた研究―評価の
項目特性，因子妥当性，併存的妥当性および検者間
信頼性 
 山科俊輔・原田和宏・玉利光太郎・ 
 田中　亮・山田英司・森山英樹・ 

 阿南雅也・京極　真・河村顕治 922（8）
大腿骨頸部／転子部骨折術後における急性期リハビリ
テーションの費用対効用 
 近藤千雅・八木麻衣子・川崎一泰・ 
 西山昌秀・田口さやか・鈴木智裕・ 
 仁木久照 1141（10）

［報告］ 

歩行における下腿三頭筋の筋電図積分値とwavelet周
波数パワーの差異 
 妹尾祐太・井上　優・戸田晴貴・ 
 加藤　浩 102（1）
脊柱後彎高齢者における腸腰筋トレーニングが脊柱後
彎ならびに身体機能・能力に及ぼす効果 
 佐藤佑樹・佐々木誠・大沢真志郎 109（1）

CR型人工膝関節全置換術後の膝関節屈曲可動域と膝
蓋骨位置および膝蓋大腿関節裂隙間距離の検討

  中井亮佑・小野志操・為沢一弘・ 
 團野　翼・小林雅彦・山下文治 342（3）
高齢腰椎疾患患者における 6分間歩行テストによる手
術前後歩行能力の経時的変化 
 米花沙代・岩﨑素之・長畑啓太・ 
 遠藤智康・佐藤耕司・新谷好正・ 
 馬渕正二 1025（9）
思春期腰椎分離症患者の理学療法介入効果―疼痛・柔
軟性ならびに骨癒合に着目して 
 明日　徹・畠山昌久 1030（9）
大腿骨近位部骨折患者における退院後の歩行自立度低
下に影響する因子の検討 
 桑原大輔・梅原拓也・犬飼彩歌・ 
 金屋敷遼 1035（9）
夜間痛を合併した拘縮期の肩関節周囲炎における臨床
的特徴 赤羽根良和・竹中　裕 1147（10）
急性期脳梗塞後早期に歩行が自立する患者における退
院前後の身体活動量の比較 
 岩﨑寛之・藤野雄次・高橋秀寿・ 
 牧田　茂 1269（11）

自立歩行が可能な脳卒中患者における日本語版 Physi-
cal Activity Scale for the Elderly（PASE）を使用し
た身体活動量評価の妥当性および信頼性の検討

 　 吉田啓志・増田裕里・近藤　駿・
  井戸田弦・永井宏達 1275（11）

［症例報告］ 

自己末梢血幹細胞移植と理学療法によって復職に至っ
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た POEMS症候群の 1症例 
 望月英樹・島津尚子・上杉　上・ 
 佐久間藤子・水落和也・中村　健 348（3）
化学療法中のレジスタンストレーニングにより義足歩
行を獲得した大腿切断術後の骨肉腫症例 
 宮崎輝光・宮城島沙織・池田祐真・ 
 青木昌弘・江森誠人・五十嵐敬太・ 
 堀　　司・野坂利也・石合純夫 353（3）
コンピュータ制御膝継手（Genium）を使用した片脚大
腿切断患者に対する昇段練習の工夫 
 尾﨑友香・菱川法和・今井幸恵 479（4）

Camptocormiaを呈する脳深部刺激療法後パーキンソ
ン病患者にリドカイン筋注と体重免荷式トレッドミ
ルトレーニングを併用した 1例 
 坂井登志高・土山裕之・高尾和孝・ 
 池田清延 589（5）
高齢心不全症例に対する通所リハビリテーションを活
用した多職種介入の一考察 
 平野康之・小山美華・前田高宏・ 
 赤井美佳・鳴滝雅美・中島了司・ 
 小濵京子・河原加奈・上田由佳・ 
 住友辰次 594（5）
右上肢の筋力低下を主症状とする顔面肩甲上腕型筋ジ
ストロフィー症患者に対する単関節型 HAL®の試用
評価 稲葉塁希・加藤浩章・野田康平・ 
 中村憲一郎・馬見塚尚孝 713（6）
短母指伸筋腱の滑走不全に対し運動療法が奏功した

de Quervain病の 1例
  山本紘之・井坂晴志・岡本和之・ 

 浅野昭裕 816（7）
クリーゼを呈した Lambert︱Eaton筋無力症候群に対
し，理学療法を介入した一例

  大熊遼太郎・大森まいこ・立石貴之・ 
 櫛田　幸・朝倉めぐみ・佐々木優・ 
 齋藤真希子・二宮智子・渡辺裕樹・ 
 林　伸一・佐藤将樹・石橋康伸・ 
 石川晴美 1153（10）

腓腹筋筋膜内解離を生じた症例に対する運動療法―超
音波画像診断装置による損傷部位の同定と経過観察
の有用性 
 山本紘之・井坂晴志・岡本和之 1280（11）
慢性疼痛患者に対する認知行動療法的介入の経過―理
学療法士のかかわりを中心に 
 佐藤雅恭・西尾大祐・本田哲三 1383（12）

［紹介］ 

ホンジュラスのリハビリテーションの状況 
 濵田光佑・寺村　晃 484（4）
ゲーミング・シミュレーションの手法を用いた災害リ
ハビリテーション教育ツールの開発と検証 
 佐藤　亮 1389（12）

［ひろば］ 

理学療法学教育と教養の再考 
 中村壮大・奈良　勲 821（7）
鍵にまつわる雑感 奈良　勲 931（8）
理学療法の本質とアート 藤澤宏幸 1392（12）

［卒業論文のひろば］ 

ダブルケアの支援につなげるための意識調査―食事介
助に着目した検討 
 山田　彩・渡邉麻由・村山明彦 115（1）

［臨床のコツ・私の裏ワザ］ 

関節リウマチ患者の体幹運動制御に対するハンドリン
グのコツ 小林春樹 190（2）
動脈血ガス分析を深く読むコツ―神経筋疾患症例から
学ぶ 加藤太郎 192（2）

立位の股関節回旋アライメント評価のコツ 
 飯田　開 316（3）

足部アーチのエクササイズのコツークラシックバレエ
ダンサーの一例 矢部信明 1374（12）

［文献抄録］ 

運動器
仙腸関節機能不全に対する運動療法とマニピュレー
ションの効果―無作為化比較試験 
 宮森隆行 600（5）
股関節外転筋力が人工膝関節全置換術前後の機能回復
に及ぼす影響―無作為化比較試験のポストホック分
析 秦　綾花 601（5）

剪断派超音波エラストログラフィーを用いた腰部筋ス
ティッフネスの基準値と体格差 
 宮森隆行 1286（11）
収縮が困難となるまで継続する膝伸展筋強化運動は人
工膝関節全置換術後の大腿四頭筋の随意的動員度を
増加させる―横断研究 吉﨑拓磨 1287（11）

腱板修復術後の保守的リハビリテーションと加速的リ
ハビリテーションの比較―システマティックレビュ
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およびメタアナリシス 中村絵美 1395（12）
人口膝関節全置換術における床からの起立テストの有
効性と反応性―コホート研究 宮原孝行 1396（12）
予防
入院高齢患者のフレイル―患者の短期および長期的予
後予測に関する異なるフレイル指標の比較 
 松﨑英章 223（2）

80歳以上の高齢者の有害事象発生に関するフレイル
指標の予測精度―意思決定曲線分析

  松﨑英章 1287（11）
神経
課題の複雑さが脳卒中後遺症者の学習と転移におよぼ
す効果の違い 山本良平 119（1）
慢性期脳卒中患者に対するレジスタンストレーニング
と有酸素運動はバランスおよび歩行能力を改善させ
る 藤野雄次 222（2）
脳卒中後におけるトレッドミル歩行練習と体重免荷歩
行練習 髙橋容子 358（3）
パーキンソン病における自宅での遠隔管理下有酸素運
動の効果―二重盲検化ランダム化比較試験 
 春山幸志郎 486（4）

亜急性期脳卒中患者に対する高強度と低強度の上肢レ
ジスタンストレーニングは上肢機能の改善に差がな
い 藤野雄次 600（5）
パーキンソン病患者の転倒を予測するための Fuller-

ton Advanced Balance Scale，Mini︱BESTestおよ
び Berg Balance Scaleの比較

  波平萌子 719（6）
脳卒中後早期患者における起立動作の成功例と失敗例
の神経力学的特性とリハビリテーション後の変化 
 松尾大樹 719（6）
脳卒中後の自立歩行獲得までの日数に関連する因子 

 春山幸志郎 822（7）
脳卒中の歩行機能に対する歩行練習と筋力強化および
バランス練習の効果―トレーニングセッション数に
対する反応 有田拓海 823（7）
脳卒中患者の体幹機能，立位バランスと歩行能力に対
する Core Stability Trainingの効果―ランダム化比
較試験 西　浩平 823（7）
脳卒中患者における入院時Berg Balance Scaleは退院
時の地域での歩行自立度を予測できる 
 髙橋容子 932（8）

脳卒中後患者の歩行に対する運動強度とステップ課題
有無の影響 青木由依 1043（9）
機能的電気刺激を併用した 1セッションの歩行練習で

脳卒中患者の歩行に関連する皮質運動の対称性が改
善する 荒牧瑠花 1043（9）
歩行可能な筋萎縮性側索硬化症（ALS）患者における

12週間の有酸素︱筋力複合トレーニングの効果―ラ
ンダム化比較試験 春山幸志郎 1158（10）

脳卒中患者におけるユーザー主導型トレッドミル歩行
は歩隔の正常化を促す 藤野雄次 1286（11）
足関節のコントロールが不十分な慢性期脳卒中患者の
歩行に対する神経筋電気刺激の効果―無作為化対照
試験 津島桃花 1396（12）

基礎
健常高齢者の身体機能，身体組成，筋代謝に及ぼす 24
週間の有酸素運動と必須アミノ酸補給の影響―無作
為化比較試験 中島拓哉 933（8）

利き眼が視空間的注意を変調させる 
 藤野雄次 1042（9）

スポーツ
前十字靱帯再建術後の機能的パフォーマンス能力の低
下は，初期の変形性膝関節症を悪化させる危険性が
ある 田村暁大 118（1）

若年女子の着地技術が思春期の急速な成長を通してど
のように変化するか 吉里雄伸 119（1）

Functional Movement Screenスコアを用いてイング
ランドプレミアリーグユースサッカー選手の傷害予
測をすることはできない 宮森隆行 222（2）

SLAP損傷後のスポーツ復帰に関するシステマティッ
クレビューおよびメタアナリシス 
 中村絵美 358（3）

長期の術前リハビリテーションは前十字靱帯再建術 2
年後の結果に影響するか―MOONとDOC間の比較
研究 宮原孝行 359（3）

オーバーヘッドアスリートと運動習慣のない成人にお
ける Shoulder Endurance Testの信頼性および妥当
性の検討 中村絵美 718（6）

小児における脳振盪後のメンタルヘルス―システマ
ティックレビューおよびメタアナリシス

  中村絵美 932（8）
イングランド・プレミアリーグのサッカー選手では急
性慢性運動負荷比（ACWR）の上昇により傷害発生
率が 5～7倍になる―3年間の包括的研究

  宮森隆行 1042（9）
心血管
運動は心臓外科手術後の集中治療室において血管作動
薬を服用している患者で実施可能―前向き観察研究

  竹内真太 118（1）
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地域
再転倒リスクが高い地域在住高齢者に対する在宅運動
プログラムの効果―無作為化比較試験 
 大石優利亜 223（2）
高齢者における 5年間の運動トレーニングが死亡率に
与える影響―ジェネレーション 100スタディー：ラ
ンダム化試験 澤　龍一 486（4）

フレイルに対する身体活動の効果―無作為化比較試験
二次分析 大石優利亜 487（4）
介護施設入所者において環境ハザードは転倒リスクを
高める―上海（中国）における縦断研究 
 澤　龍一 822（7）

施設入所フレイル高齢者の機能に対する低強度筋力ト
レーニングと高強度筋力トレーニングの効果の比較 
 大石優利亜 933（8）
自宅内の危険性と転倒恐怖感―マレーシア人高齢者縦
断研究のベースラインデータ解析結果 
 澤　龍一 1158（10）

疼痛
認知を標的とした運動制御トレーニングを併用した疼
痛神経科学教育の慢性脊椎痛に対する効果―無作為
化比較試験 松尾大樹 359（3）
物理療法
神経筋電気刺激を付加した体幹トレーニングは，慢性
腰痛を呈する高齢者の機能を改善する―無作為化予
備試験 中島拓哉 601（5）
ロボット
ロボット支援歩行練習におけるアシスト量の違いが亜
急性期脳卒中患者の歩行機能に与える効果の差―評
価者盲検法，無作為化比較試験 
 焼谷由梨 487（4）
脳卒中患者に対する股関節アシストロボットを用いた
歩行練習の効果―パイロット無作為化比較試験 
 焼谷由梨 1159（10）

支援工学
外骨格ロボットでの地上歩行練習は上部胸髄レベルの
脊髄損傷完全麻痺患者の体幹筋活動を活性化する 
 髙橋容子 718（6）
短下肢装具を着用している慢性期脳卒中患者における
足関節背屈アシストロボット歩行練習のランダム化
比較試験 髙橋容子 1395（12）

その他
高強度機能運動プログラムが認知症を有する高齢者の
日常生活自立度とバランスに与える影響 
 岡部優希 1159（10）

［書評］ 

加藤　浩，山本澄子（編）「臨床にいかす表面筋電図
［Web動画付］―セラピストのための動作分析手法」 
 遠藤正英 331（3）
町田志樹（著）「町田志樹の聴いて覚える解剖学　中
枢・末梢神経 編」 張本浩平 465（4）

上杉雅之（監修）／横山茂樹，甲斐義浩（編著）「PT入門　
イラストでわかる運動器障害理学療法」

  加藤茂幸 557（5）
井樋栄二（著）「肩学―臨床の「なぜ」とその追究」
  工藤慎太郎 575（5）
森岡　周（編著）「脳とこころから考えるペインリハビ
リテーション―ひとをみるという志向性」

  鈴木重行 678（6）
堀部秀二（監修）／小柳磨毅，境　隆弘，三谷保弘，松
尾高行（編集）「明解 スポーツ理学療法　図と動画で
学ぶ基礎と実践」 福井　勉 694（6）
太田　進，藤田玲美，大古拓史（著）「動画でわかる運動
器理学療法 臨床実習スキル」

  牧迫飛雄馬 778（7）
熊井　司，片寄正樹（監修）／小林　匠，窪田智史（編
集）「軟部組織損傷・障害の病態とリハビリテーショ
ン　組織特性に基づくアプローチ法の構築」

  成田崇矢 796（7）
長田悠路（著）「脳卒中片麻痺の基本動作分析―バイオ
メカニクスから考える動作パターン分類と治療法の
選択」 山本澄子 906（8）

藤原俊之（監），高橋哲也（編）「《理学療法 NAVI》リス
クに備えて臨床に活かす　理学療法にすぐに役立つ
薬の知識」 加藤倫卓 995（9）

山村　恵，竹林庸雄（監），三木貴弘（編），渡邊勇太（編
集協力）「こんなときどうする⁉　整形外科術後リハ
ビリテーションのすすめかた」

  荒木秀明 1024（9）
武藤芳照（著）「スポーツ医学を志す君たちへ」 

 金岡恒治 1108（10）
手塚純一，増田　司（著）「神経システムがわかれば脳
卒中リハ戦略が決まる」 松田雅弘 1125（10）

森田秋子，後藤伸介（編集）「理学療法士が知っておき
たい認知能力のアセスメントとアプローチ―高次脳
機能障害を行動から分析する」

  森岡　周 1227（11）
相澤純也・大見武弘（監訳）「アナトミカル　キネシオ
ロジー」 坂井建雄 1351（12）
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